
 
 

▲６月１０日に桃畑で防犯カメラ
を設置したときの様子です 

            

             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域全体で果樹の盗難防げ 
 

 
取材日時：２０２４年７月１日（月） 午前８時３０分集合 

【雨天決行 荒天中止】 
集合場所：ＪＡ猿投選果場（豊田市四郷町森前南 26-4） 

 

取 材 日 

ＪＡあいち豊田桃・梨部会や警察などで構成する「猿投地区果樹保護プロジェクト」は、ま
もなく収穫時期を迎える梨の盗難対策として、7 月 1 日に果樹園に防犯カメラ５台を設置しま
す。 
豊田市では、収穫時期を狙った盗難被害が毎年発生しており、過去 29年で 15人が窃盗で逮

捕されています。昨年プロジェクトを立ち上げた後は、大きな被害を防ぐことができています。 
 

報道関係者各位 

ニュースリリース 

 

梨畑に防犯カメラ設置 
 

※取材場所は別の場所です（豊田市乙部町）。ＪＡ職員がご案内いたします。 
※取材希望の方は、下記の猿投営農センターまでご連絡をお願いします。担当者不在の場合もあります
ので、その際は当 JA広報課：（0565）31-2361へご連絡ください。 

 

お問い合わせ先 
ＪＡあいち豊田 営農生活部 猿投営農センター 担当：前田 
〒470-0341 豊田市上原町上河原 8-1 電話（0565）45-0345 
または、広報課 電話（0565）31-2361  E-mail k.koho@toyota.aichi-ja.or.jp 

２０２４年６月２０日 

猿投地区では 20年以上前から、地元農家を中心に地域の見回
りをしたり、各自で防犯カメラの設置をしていましたが、被害は
収まらず毎年発生することから、2023年 10月に当ＪＡを事務
局として「猿投地区果樹保護プロジェクト」を立ち上げました。
昨年はＪＡ、ＪＡ桃・梨部会、豊田警察署、地元農家に加え豊田
市役所、消防署の 7団体で防犯巡回を行いました。 
また、これまでに盗難対策の看板を 300枚設置。通常は、園

内に不審者を見つけても警察官は立ち入って職務質問をするこ
とができませんが、「立入禁止、不審者を見つけたら警察に通報
します」と看板に記載することで、警察の職務質問がスムーズに
行えるようになりました。 
当ＪＡは、盗難被害防止ゼロを目標に、農家が安心安全に栽培

できる環境づくりを目指します。6月 10日には、ＪＡ桃部会の
桃畑でも同様の取組みを行いました。 

 


